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三

租

環

暉

師

に

就

い

て

松

本

文

三

郎

達
磨
は
其
繹
法
を
以
て
二
租
慧
可
に
傳

へ
、
慧
可

は
、
之
を
以
て
三
租
僧
燦
に
傳

へ
、
僧
環
は
又
之
を
以
て
四
租

遁
信
に
傳

へ
た
ε
は
、
景
徳
統
録
を
始
め
後
世
繹
家

の
著
書
に
は

一
般

に
記
述
せ
ら
れ
て
居

る
こ
ご
で
あ

る
が
、
不

幸

に
し
て
三
組
環
繹
師
な

る
も
の
、
傳
記
の
甚

だ
不
明
な
る
所
か
ら
し
て
、
三
祀
の
傳
統
が
多
少
懐
疑

の
眼
を
以
て

見
ら
る
、
に
至

つ
た
の
は
、亦
勢

の
已
む
を
得

な
い
黙
が
な
い
で
も
な

い
。
而
し
て
最
近

「
支
那
佛
激
吏
講
話
」

(窓

土
)
の
薯
者
の
如
き
は
塗
に

「
僧
環
は
吏
的
人
物

ご
認

め
難
し
」
ε
ま
で
断
言
す

る
に
至
つ
た
。
が
果
し
て
こ
れ
は
正

當

の
見
解

で
あ
ら
う
か
、
是
れ
亦
大
な
る
疑
問

の
存
す

る
所
で
あ
る
。

で
余
輩
は
今
此
小
篇

に
於
て
問
題

の
根
本
に

遡

り
、
信
環
に
樹
す

る
疑
問

の
那
邊

よ
り
生
じ
來
り
、
又
そ
れ
が
如
何
な
る
史
的
債
値
を
有
す

る
か
を
槍
討
し
、
更

ら

に
三
耐
に
關
す
る
何
等
か
他
の
資

料
の
有
無

を
尋
究
し
、
之
に
よ

つ
て
多

年
未
決

の
此
問
題
を
解
決
し
た
い
ご
思

ふ
の
で
あ
る
。

先

づ
三
組
に
醤
す

る
疑
問

の
由
つ
て
生
じ
た
根
本
理
由
を
尋

ぬ
れ
ば
要
す

る
に
左
の

二
項
七
條

の
事
實

に
出
で
な

三
組
輿
灘
師
に
就
い
て

(
一
)

1



三
組
慶
縄
師
に
就
い
て

(
二
)

い
の
で
あ

る
。

(甲
)

道
宣

の
綾
高
僧
傳
に
於
け

る
記
述

(
一
)

績
高
信

の
懇
十
六
に
は
、
遣
宣
は
菩
提
達
摩

の
爲

め
そ
の
傳
を
作

り
、
之

に
次
ぎ
二
禮
慧
可

の
事
蹟
を
述

べ
、
更
ら

に
憲

二
十
の
絡

に
は
鐸
遣
信
傳
を
記
し
た
、
斯
く
し
て
初
租
よ
け
二
頑
、
四
組

の
傳
は
存
す

る
が
、
其
中

間

に
あ
る

べ
き
三
租

の
傳
の
み
は
全
く
之
を
映

い
て
居
る
の
で
あ

る
。
若
し
三
湿
環
藤
師
な
る
も
の
が
あ
り
、
其
法

を
二
租

に
受
け
、
之
を
四
覗

に
授
け
た
ご
す

れ
ば
、
其
年
代

に
於

て
も
道
宣
以
前

の
こ
ご
で
あ
り
、
績
高
僑
傳
中
亦

必
ら
す
記
述

せ
ら

る
べ
き
筈
で
あ

る
。
然

る
に
道
宣

が
其
後
の
學
者
の
爲
め
に
す
ら
各
そ
の
傳
を
作
れ
る
に
係

は
ら

す
、
濁
り
其
以
前

に
在
世
し
た
僧
環

に
就

い
て
は
全
然
之
を
鉄

い
て
述

べ
な
い
の
は
、
甚
だ
奇
怪

の
こ
ご
、
い
は
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
れ
が
三
禮
に
樹
す

る
疑
問

の
起

つ
淀
抑

々
の
根
本
で
あ
る
。

(
ご
)
績
高
祀
傳

の
慧
可
傳

に
は
慧
可
ご
關
連
し
、
慧
可
ご
直
接
間
接
交
際

の
あ

っ
た
向
居
士
や
林
法
師
や
那
暉
師

や
、
更

ら
に
那
暉
師
か
ら
法
を
傳

へ
た
慧
満
の
事
蹟
ま
で
も
之
を
叙
し
て
あ
り
、
其
年
代
も
唐
の
貞
槻

の
頃

に
迄
達

し
て
居

る
の
に
、
蓬

か
に
之
よ
り
以
前
で
あ
り
、
而
し
て
又
直
接
慧
可
よ
り
其
敢
を
受
け
、
其
法
統
を
績

い
だ
環
繹

師

な
る
も
の
が
あ

つ
旋
ε
す
れ
ば
、
少
く
ご
も
此

に
其
名
を
出
し
、
又
多
少
其
事
蹟
を
も
述
ぶ
る
の
が
當
然
の
こ
ご

の
や
う

に
思
は
れ
る
。
然

る
に
慧
可

の
徒

こ
し
て
其
名
す
ら
も
畢
げ
な

い
の
は
、
是
れ
亦

甚
だ
怪
し
む

べ
き
で
は
な

か
ら
う
か
。

こ
れ
が
疑
問

の
由
つ
て
起
る
第
二
の
黙

で
あ
る
。
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(
三
)
同
書
遽
信
傳
に
も
四
薩
遣
信
が
環
藤
師
か
ら
授
法
し
た
ご
は

】
言
も
説

い
て
な

い
、
否
環
灘
師
な
る
も
の
、

名
す
ら
も
著
し
て
な
い
、
而
し
て
唯
漠
然
ご

「
又
有

二
曾
。
莫
知
何
來
。
入
野
州
院
公
曲
Q
静
修
灘
業
α
〔
滋
儒
〕
鮒

而
往
赴
。
便
蒙
授
法
。
随
逐
依
學
。
遽
経
十
年
。
師
往
羅
浄
。
不
許
相
逐
。
」
謹
あ

り
、
院
公
山

に
穗
栖
し
た
僧
か
ら

其
法
を
受
け
た

こ
ご
は
知

ら
る
、
が
、
其
院
公
曲

に
居
た
僧

の
果
し
て
何
人
で
あ
つ
た
か

や
明
ら
か
で
な

い
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
が
藻
藤
師

で
あ

つ
た
か
否
か
は
制
然
し
な

い
。
此
憺
が
環
輝
師
で
あ
つ
た

ε
い
ふ
に
は
別

に
其
謹
擦

が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
筈

で
あ

る
。
然

る
に
道
宣

は
何
慮
に
も
之
を
謹
す

べ
き
記
述
を

な
し
て
居
ら
ぬ
。
是
れ
亦
頗

る

怪
し
む

べ
き
で
あ
る
o

(四
〉
同
書

(憲
二
十
五
)法
沖
傳
に
は
、
橿
伽
纒
相
承
の
系
統
を
述

べ
「
達
磨
暉
師
後
Q
有
悪
可
。
惑
育

二
人
。
…
…

可
灘
師
後
。
藻
灘
師
。
恵
繹
師
。
盛
繹
師
。
那
老
師
。
端
繹
師
。
長
藏

師
。
眞
法
師
。
玉
法
師
。
朗
孔
雌
如
緻
玄
」

ご
あ

ろ
、
此

に
環
繹
師
の
名
を
鵠
し
て
あ

る
。
若
し
果
し
て
然
り
ご
す

れ
ば
、
慧
可
の
後

に
は
藻
繹
師
な
る
も
の
あ
り
、

其
法
を
艦

い
だ

こ
ご
は
疑
な
い
o

で
之
を
以
て
或

は
薩
ち
に
三
租
燦
暉
師

の
こ
ε
で
あ
る
冠
な
さ
ん
ε
す
る
も
の
も

あ
る
が
、
案

ピ
藻
ご
は
音
萢

で
互
用
し
た
ご
し
て
も
、
既
蘂
暉
師

な
る
も
の
も
、
此

に
其
名
が
始
め
て
顯
は
れ
て
居

る
だ
け
で
其
事
蹟

に
就

い
て
は
更
ら
に
鋼
ら

ぬ
。
四
頑
萢
信
受
法

の
師
は
寄
州
院
公
山
に
隠
栖
し
た
信

で
あ

つ
た

の

で
あ
る
が
、
此
漿
藤
師
な
る
も
の
が
部
ち
業
僑

で
あ
つ
淀

ε
断
言

す

る
に
は
、
彼

が
野
辮

に
入
軌
院
公
山

に
隠
れ
π

事
實

の
明
ら
か
に
せ
ら
れ
な

い
限
参
、
吾
人

の
容
易
に
承
認
し
得

べ
き
で
は
な

い
。
績
高
憺
傳
の
文
で
は
、
逡
憾
な

三
麗
黎
灘
肺
に
就
い
て

(三
)
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三
耐
堤
縄
師
に
蕊
い
て

(四
)

が
ら
漿
暉
師

ご
院
公
山
の
僧
ご
の
問
の
連
絡
が
全
然
絶

せ
ら
れ
て
居

る
の
で
、
後

の
輝
學
者
が
此
藁
暉
師
を
以
て
彼

に
附
會
し
、
第
三
耐
ご
な
し
た

ε
い
は
れ
て
も
、
之
を
否
定
す

べ
き
何
等

の
謹
擦
を
も
翠

げ
得
な

い
の
で
あ
る
。

(乙
)

景
徳
傳
統
録
に
於
け

る
記
述

景
徳
傳
統
鋒

は
今
傳

ふ
る
傳
統
録
中
、
最
も
古

い
も
の
で
あ
る
が
、
宋
以
後

の
こ
ご
は
兎
に
角
、
唐
以
前

の
事
蹟

に
關
し
て
は
事
實

の
相
違
や
、
奇
怪
な
る
記
述
頗

る
多
く
、
歴
史
的
に
は
飴
り
多
く
信
用
し
得

な
い
の
は
、
吾
人
の

最
も
遺
憾

ご
す

る
所

で
あ

る
。
鯨
事
は
姑
ら
く
置
く
.
三
祓
信
環

の
事
蹟

に
就

い
て
も
吾
人
を
し
て
其
記
述
を
疑
は

し
む
る
も

の
が
少
く
な

い
。

(
一
)
景
徳
傳
統
録

(巻
三
)
に
は
三
祀
信
環

が
始
め
て
慧
可

に
相
見
し
た

の
を
以
て
、
「
北
齊
天
準
二
年
」
ご
な
す
。

然

る
に
北
齊

に
は
天
卒
の
年
號

な
く
、

天
卒
は
東
魏
孝
静
帝

の
時

の
年
號

で
あ
る
。

で
北
齊

天
準
二
年
ご
は
歴
史
的

に
は
存
在
せ
な
い
の
で
あ

る
、
そ
れ
故
に
後
人
之
を
訂
正
し
、
之

に
註
記
し
て
、
當
作
天
保
二
年
。
乃
辛
未
歳
也
。

天
卒
束
魏
年
號
。

二
年
乙
卯
也
。
L
こ
い
ふ
。
但
天
卒
が
天
保
で
あ

る
ご
い
ふ
に
は
果
し
て
何
の
根
擦

が
あ

る
か
。
干

支
も
違

へ
ば
王
朝
も
同
じ
く
な
い
、
唯
此
間
天

の

一
字
が
共
通

に
あ
る
だ
け
で
あ

る
。
北
齊

天
準
二
年
の
信
す

べ
か

ら
ざ
る
は
い
ふ
迄
も
な
い
が
、
天
保
の
説
亦
容
易

に
信
す

べ
か
ら
ざ

る
の
で
あ

る
。

(
二
)
同
書

に
よ
れ
ば
信
環

の
慧
可
に
至
る
や
之
に
問
ふ
て
い
ふ
、「
弟
子
身
纒
風
慈
。
請
和
爾
俄
罪
。
師
日
將
罪
來
。

與
汝
幟
。
居
士
良
久

云
Q
免
罪
不
可
得
。
師
日
。
我
輿
汝
繊

罪
寛
。
」
こ
こ
れ
に
よ
り
途

に
其
法
を
傳
ふ
る
を
得

だ
ご
。
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然

る
に
慧
可
が
達
磨
か
ら
衣
鉢
を
受
け
ら
れ
た

こ
い
ふ
時

の
問
答
に
は
、
「
光
日
o
我
心
未
安
o
乞
師
與
安
。
師
日
將

心
來
。
與
汝
安
。

日
覚
心
了
不
可
得
。
師
日
。
我
與
汝
安
心
寛
Q
」
ご
い
つ
た

ご
あ

る
。
何
ん
ぞ
其
問
答

の
相
似
た

る

の
太
甚
し
き
や
、
前
者
は
唯
後
者

の
「
心
」
の

一
字
を
「
罪
」
に
代

へ
た

の
み
で
あ
る
。

こ
れ
は
後
人

の
、
慧
可
の
問
答

に
依
つ
て
僑

作
附
會
し
た
も
の
ε
考

ふ
る
の
が
寧

ろ
當
然
で
は
な
か
ら
う
か
Q

(三
)
歴
史
の
著
書
ε
し
て
は
其
年
代

の
記
述
最
も
精
確

で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ

る
が
、
景
徳
傳
統
録
は
此
鮎

に
於
て
も
頗

る
輕
卒
不
注
意
で
あ
る
こ
ご
を
免
れ
ぬ
、
之
が
爲
め
人
を
し
て
其
事
實

に
迄

も
不
信
の
念
を
懐
か
し
む

る
に
至
る
は
亦

甚
だ
遺
憾
ε
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
之

へ
ば
四
組
道
信
は
唐

の
永
徽
二
年
に
入
寂
し
、
時
に
年

七
十
有

二
で
あ

つ
た
、
而
し
て
傳
統
録

で
は
彼
は
階

の
開
皇
十

二
年
に
三
泄

に
逢
ひ
、
「
時
年
始
十
四
」
ご
あ
る
。
が

永
徽
四
年
に
七
十

二
で
あ

つ
た
ご
す
れ
ば
、
之
を
道
算
し
開
皇
十
二
年
は
彼

の
年
十
三
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
だ
か

ら
こ
れ
は
十
四
の
四
が
三
の
誤
か
、
或

は
開
皇
十

二
年
壬
子
歳
ご
あ
る
の
が
十
三
年
癸
丑
歳
の
誤

か
何
れ
か
で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
叉
三
魍
は
階

の
大
業

二
年
(西
暦
六
〇
六
年
)
丙
寅

の
歳

に
入
寂

せ
ら
れ
だ
ご
い
ふ
、
而
し
て
若
し
彼

が
傳
統
録

の
本
文
に
あ

る
如
く
天
卒
二
年
(同
五
三
五
年
)
に
四
十
歳
で
あ

つ
た
ご
す

れ
ば
、
彼

の
入
寂

の
年
は
正
し

く

一
百
十

二
歳

ご
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

こ
れ
も
果
し
て
事
實

で
あ
ら
う
か
、
容
易

に
信
す

べ
か
ら
ざ
る
の
で
あ

る
。
但
天
卒
を
天
保
ご
假
定
す

れ
擢
、
同

二
年

(同

五
五

一
年
)
に
四
十
歳
ε
し
て
も
、
其
入
滅

の
年
は
九
十
六
歳

こ

な
る
の
で
あ
る
〇

三
謝凪
褒
輝
師
に
就
い
て

(五
)
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三
欄
馳輿
羅
η師
に
罵就
い
て

(
六
)

、

二

以
上
列
暴
し
京

つ
セ
所
が
、
達
磨
暉
第
三
租

ご
し
て
の
環
藤
師
に
樹
す

る
懐
疑

の
由
つ
て
起

つ
た
根
本
理
由
で
あ

勤
、
叉
其
立
論

の
基

礎
ε
な

つ
π
資
料
も
、
大
膿
前
記

二
書

の
範
團
を
出

で
な

い
の
で
ゐ

る
。

で
今
若
し
傳
統
録
の

い
ふ
駈
を
以

て
絶
樹
龍
信
用
を
措
き
得
な

い
ご
す
れ
ば
軍

に
綾
高
僑
傳

の
記
蓮
に
よ
る
外

は
な
い
。
禰
し
て
綾
高
組

傳

の
薯
者
遣
宣
は
礫
暉
師
戴
就

き
何
等
知

る
涛

が
な
か

つ
た
か
、
或
は
假
令
ひ
其
入
の
名
だ
け
は
之
を
卸

つ
て
居
て

も
、
(彼
娚
伽
系
統
の
中
慧
可

の
弟
子

ビ
し
て
其
名
を
列
す

る
か
ら
、
)
別
に
其
傳
を
立

つ
べ
き
だ
け

の
材
料
を
得
な
か

つ
泥
か
、
何
れ
か
で
あ
ら
う
。
何
れ

に
し
て
も
綾
高
俗
傳
だ
け
を
以
て
之
を
論
す
れ
ば
、
遣
憾

な
が
ら
三
租
藻
暉
師

は
濃
霧

の
裡
に
包
ま
れ
、
滑
息
甚
だ
不
明
で
あ

る
ビ
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
但
濡
息
不
朋
ビ

い
ふ
こ
ざ
は
決
し
て

非
實
狂

こ
い
ふ
こ
ε
で
は
な

い
。
だ
か
ら
此
だ
け
の
理
曲
で
以
て
彼
が
歴
史
的
入
物
紅
ゐ
ら
す
ご
漸
す

る
の
は
ま
た

鯨

わ
に
早
計
で
あ
り
不
合
理
で
あ
る
。
是

に
於
て
從
來

の
説
を
辮
護
す

る
も
の
は
、

(
一
)
綾
高
僧
傳

に
は
偶

々
理
繹
師
を
遺
漏
し
た

ご
な
す

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
勿
論
正
當

の
理
由
が
あ
る
。
遣
宣

は
梁
よ
り
唐

の
貞
観

に
至
る
迄
、
支
那
に
於
け

る
佛
漱
極
盛
の
時
代
、

一
百
四
十
四
載

の
間

に
於
て
、
正
傳
三
百
四

十
人
、
附
傳

「
百
六
十
人
を
採
り
.
叉
其
資
料
を
蒐
集
す

る
駕
當

つ
て
も
、「
或
博
諮
先
達
Q
或
取
訊
行
人
。
或
卸
目

婿
之
。
或
討
離
集
榑
。
南
北

國
史
附
見
徽

菅
。
郊
郭
碑
爾
。

族
其
驚
徳
。

皆
撮
其
志
行
。

無
箕

器
略
。
」

(綾
高

僧

縛
序
)
ゼ
は
い
ふ
も
の

、
、洗

に
塞
ぐ
る
約

五
百
人
が
嘗
時

「
切

の
高
僧
を
轟
く
し
た
も
の
で
な
い
の
は

い
ふ
迄

も
な

6



い
o
特
に
修
輝

の
高

士
の
蠣
き

に
あ

っ
て
絃
、
深
く
出
谷

に
隠
栖
し
絶
え

て
盤

ざ
交
ら
す
、
名
聞
利
養
を
度
外
し
、

一
向
ら
息
心
の
法
を
修
錬
す

る
も
の
が
多
か

つ
た

の
で
、
人
の
知

る
所

ε
な
ら
す
、
碑
褐

の
能
く
其
行
歌
を
記
す

る

な
く
、
竜

に
世
に
埋
没
す

る
に
至
る
も

の
も
な
い
で
は
な
か
つ
た

の
で
あ
る
o
達
磨
の
繹
法
は
後
世
盛

に
行
は
れ
紀

か
ら
、
其
徒
の
傳
記
も
、
比
較
的
多
く
傳
は

つ
て
居

る
が
、
達
磨
以
幽馴
の
支
那
繹
學
者
の
加
き
℃
至
つ
て
は
、
殆
ん

ざ
大
宇
之
を
知
り
得
な
い
ご
い
つ
て
差
支
な

い
の
で
あ
る
。
例
之

へ
ば
彼
荊
漢

が
止
親
輔
行

(悲

一
ノ

一
)
の
中

に
天

台
油
門

の
由
來
を
述

べ
、

若
准
九
師
相
承
所
用
。
第

一
誰
明
。
多
用
七
方
便
。
第

二
誰
最
。
多
用
融
心
。
性
融
相
融
。
諸

法
無
擬
。
第
三
嵩

師
。
用

本
心
。
三
世
黍
無
來
去
。
眞
性
不
動
Q
第
四
諜
就
。
多
用
寂
心
。
第
五
誰
監
。
多
用
了
心
。
能
観

一
如
Q

第

六
諜
慧
。
多
用
躇
心
。
内
外
中
間
。
心
不
可
得
。
混
然
清
浮
。

五
腱

止
心
。
第
七
誰
交
師
o
多
用
畳
心
。
重
観

三
昧
。
滅
盤
三
昧
。
無
間
三
昧
。
於

一
髄
法
。
心
無
分
別
。
第
入
誰
思
。
多
用
随
薗
意
安
樂
行
。
第
九
誰
顕
。
用

次
第
観
。
如
次
第
灘
門
。
用
不
定
槻
。
如
六
妙
門
。
用
圓
頓
観
。
如
大
止
観
。

芒

い
ひ
、
此
に
は
九
師
の
名
を
出
す
。
此
等
九
師
は
何

れ
為
其
常
時

に
於

て
は
相
當
の
學
藩

で
あ

つ
旋
で
あ
ら
う
が
.

第
七
慧
丈
以
下
の
三
師
は
兎
に
角
、
前

に
暴
げ
た
六
師
の
翻

き
臓
果
し
て
如
何
な

る
入
で
あ

つ
元
か
、
假
令
ひ
其
名

の
偶

々
僧
傳

に
顯
は
る
＼
も
の
が
ゐ
う
て
も
、
其
行
歌
並
び
に
観
捨
の
詳
細
鳳
激
毫
も
之
を
傳

へ
聰
、

の
み
な
ち
す

基
名
す

ら
も
全
然
偲
傳
申
見

へ
な
い
も
の
す
ら
あ
る
o
此
等
は
勿
論
蓬
磨
灘
以
外
の
も
の
で
あ
脆
が
、
達
購
藤
に
於

三
湘
脳趣
叩滴
騨師
に
就
い
て

(転酉
)
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三
祀
褒
隙
師
に
就
い
て

(八
)

て
も
亦
之
を
推
し
て
知

る
べ
き
で
あ
る
。
彼

法
沖
傳
中
、
榜
伽
系
の
學
者
ε
し
て
學
ぐ

る
所

の
殆

ん
ご
全
く
知

る
べ

か
ら
ざ

る
を
見
れ
ば
、
思
宇

ぱ
に
過
ぐ
る
で
あ
ら
う
。
彼
道
信
が
就

い
て
學
ん
だ
碗
公
山
中

に
穏
棲

し
た
こ
い
は
る

、
信

の
如
き
も
、
親

し
く
之
に
接
近
し
た
も
の
、
外
は
、
世

に
其
名

が
傳
は
ら
な
か
つ
た
も

の
ε
も
考

へ
ら
れ

る
。

特

に
綾
高
信
傳
の
著
者
道
宣
は
絡
南
山
や
長
安

に
居
た

の
で
、
院

公
山

は
安
徽
省
で
あ
る
か
ら
、
地
方
も
可
な
り
に

隔
た
b
、
逮
に
其
見
聞

に
達

せ
な
か

つ
た
も
の
で
な

い
ビ
も
い
は
れ
ぬ
。

ね

(二
)
人
或

は
又

い
ふ
、
綾
高
信
傳
法
沖
傳
に
は
既

に
慧
可

の
弟
子

に
蘂
輝
師
な
る
も
の
、
あ

つ
こ
ご
を

い
ひ
、
叉

道
信
傳
に
は
四
祓
蓮
信
が
暁
公
山
の
僧

よ
り
し
て
其
法
を
得

た
こ
い
ふ
。
而

し
て
傳
統
録

三
租
の
傳

に
は
三
租
が
「
既

受
度
傳
法
。
隠
子
寄
州
之
暁
公
山
。
」
ご
あ
る
か
ら
、
綾
高
僑
傳

に
い
ふ
溢
信

に
法
を
授
け
た
院
公
山
の
僧

ご
は
明
ら

か
に
是

れ
僑
環
を
指
す
も
の
で
あ
る
ε
。
し
か
し
こ
れ
は
論
理
的
に
樹
ほ
訣

間
を
有
す

る
説
で
あ
る
。
若
し
傳
統
録

の
記
述
を
信
す
れ
ば
、
此
論
も
成
立
し
得

る
が
、
之
を
信
せ
な

い
ε
す
れ
ば
、
績
高
信
傳

の
丈
面
だ
け
で
は
、
所
謂

院
公
山

の
僧
ご
慧
可

の
弟
子
た
る
蘂
輝
師
ε
の
間
、
全
く
其
連
謄
を
絶
し
て
居

る
の
で
あ

る
か
ら
、
此
爾
者
を
同

一

親
す

る
こ
ε
は
不
可
能
で
あ
る
。
若
し
院
公
山
の
僧

ご
慧
可

の
弟
子
索
繹
師
ご
の
問

の
關
係
が
、
多
少
な
り
ご
も
連

絡
し
得
ら

る
れ
ば
、
問
題

の
解
決
は
稽
容
易
ご
な
る
が
、
從
來
學
者
の
用
ゐ
た
資
料
の
み
か
ら
し

て
は
遺
憾
な
が
ら

之
を
補
充
し
得
な
い
の
で
あ

る
。

之
を
要
す

る
に
績
高
信
傳
の
記
述
か
ら
三
租
僧
環
の
歴
史
的
入
物
を
否
定
す

る
の
は
勿
論
非
論
理
的
で
あ

つ
て
、
到
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底
吾
人
の
探
り
得
な
い
所
で
あ

る
が
、
僑
環
な
る
も
の
が
達
磨
繹
の
第
三
祀
こ
し
、
其
法
を
四
租
道
信
に
傳

へ
た
こ

い
ふ
こ
ε
も
吾
人

の
秋
毫
謹
明
し
得

な
い
の
で
あ

る
。

だ
か
ら
達
磨
繹
三
租

こ
し
て
の
僧
燦

の
實
在
を
讃
明
せ
ん
ご

欲

せ
ば
、
勢

い
從
來
學
者
の
主

ご
し
て
依
用
し
た
綾
高
僧
傳
や
傳
統
録
以
外
、
何
等
か
他

の
信
用
す

べ
き
資
料
を
捜

索
襲
見
し
來
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ざ
れ
ば
三
租
問
題
は
到
底
之
を
解
決
す

る
を
得
す
、
暉
學
史
上
永
久

の
謎

ご
し
て
存
せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
然
ら
ば
果
し
て
此
問
題
を
解
決
す

る
に
足
る

べ
き
他

の
適
當
な
る
資
料
が
存
在
す

る
で
あ
ら
う
か
。

こ
れ
が
余
輩

の
本
篇

に
於
て
聯
か
論
せ
ん
ε
欲
す
る
所
で
あ
る
。

三

吾
人
の
先

づ
第

一
に
注
意
す

べ
き
は
、
唐
時
代

の
人

に
し
て
達
磨
繹
の
系
統
を
説
く
も
の
は
、
其
暉
學
者
で
あ
る

ご
否
ピ
を
問
は
す
、
達
磨
よ
り
慧
能
又
は
紳
秀
に
至
る
迄
を
六
代
ε
算

ふ
る
の
が
逼
説
で
あ
る
、
而
し
て
其
六
代

の

名
幕
は
亦
後
世
傳
ふ
る
所
ビ
全
然
同
じ
く
、
随

っ
て
三
租
を
以
て
環
藤
師
ご
な
す
は
言

ふ
迄
も
な
い
。
斯
る
灘

の
法

統
説
は
何
時
か
ら
起

つ
た
か
は
今
確
ビ
し
て
明
言
し
難

い
が
、
逞
く
も
慧
能
、
紳
秀
時
代
既
に
存
在
し
た

こ
ご
は
疑
な

い
。
績
高
僧
傳
中
の
慧
可
傳

に
も
、
慧
可
が

「
錐
成
遣
非
新
。
而
物
貴
師
受
。」
之

い
つ
て
、
達
磨

に
逢

ひ
其
法
を
傳

へ
た
ε
も
あ
る
の
を
以
て
見
れ
ば
、輝

の
傳
統
説
は
比
較
的
早
く
か
ら
重
要
覗
せ
ら
れ
、
其
傳
統

者
の
名

も
師
資
相
傳

せ
ら
れ
た
も
の
か
ε
も
思
は
れ
る
。
但
後
世
で
は
五
祀
下
の
輝
の
み
が

一
代

に
行
は
れ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
今
日
の

傳
統
説
の
六
租
時
代
か
ら
其
學
徒

の
唱

ふ
る
所

ご
な

つ
た

の
は
秋
毫
怪
し
む
に
足
ら
な
い
。
若
し
果
し
て
そ
う
で
あ

三
組
褒
灘
師
に
就
い
て

(九
)

9



三
就
黎
灘
師
に
就
い
て

(
日
○
)

つ
た
こ
す
れ
ば
、
燦
鐸
師
を
以
て
到
底
架
察
の
人
物
ご
は
見
微
し
得

な
い
こ
ご

、
な
る
o
若
し
環
藤
師
な
る
も
の
が

在
世
せ
な
か

っ
た
こ
す

れ
ば
、
六
租
を
五
組

こ
し
、

次
第

に
繰
上
げ
れ
ば
宜
し

い
の
で
、
必
ら
す
し
も
斯
か
る
八
物

を
特
に
其
間
に
挿
入
す

べ
き
要
は
な

い
筈
で
あ
る
。
又
綾
高
信
傳
に
は
慧
可

の
同
者
に
就

い
て

「
道
寛
幽
而
具
立
。

故
末
緒
無
榮
嗣
。
」ご
あ
る
所
か
ら
、
余
輩

も
嘗
て
は
此
句
に
重
き
を
措
き
考

へ
た
が
、
法
沖
傳
に
慷

れ
ば
慧
可

の
授

法
者
ご
し
て
只
玄
理
を
ロ
説
し
文
記
を
出
さ

や
る
も
の
に
入
人

の
名
を
學
げ
、
疏
を
著
は
し
た
も
の
に
四
人
を
出
す

所
を
以
て
見

れ
ば
、
彼

に
は
必
ら
す
し
も
嗣

法
者
が
な
か
つ
た
諜
で
は
な
い
、

而
し
て
蘂
暉
師
は
其
中
の
最
初
に
畢

げ
ら
れ
て
居

る
の
で
あ
る
か
ら
、
簗

の
最
も
高
足
の
弟
子
で
あ

つ
た

こ
ご
を
推
測
す

べ
き
で
あ
ら
う
。
随

つ
て
二
租

の
暉
法
は
此

に
断
絶
し
、
三
頑
若
く
は
四
租
よ
り
以
後

は
達
磨
輝
ご
其
系
統
を
異

に
す

る
も
の
こ
考

へ
得

な
い
の
で

あ
る
○

今
左

に
唐
代
學
者
の
達
磨
輝
の
傳
統

に
説
及

べ
る
交
言
を
抄
録
し
、
世

の
學
者
の
墾
考

に
供
し
て
置
か
う
。

が
之
に
先
ち
壇
経
に
就
き

一
言
せ
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
六
租
慧
能

の
説

ざ
繕
せ
ら

る
、
法
寳
壇
経
の
終
、
付
嘱
第

十

の
中

に
は
、
過
去
七
佛
よ
b
二
十
入
菩
提
達
癖
。

二
十
九
慧
可
。
三
十
櫓
環
。

三
十

一
滋
信
。
三
十
二
弘
怨
の
名

を
翠
げ
、
恵
能

は
是

れ
三
十
三
粗
た
う
ピ
あ

る
。
禰
し
て
近
時
敦
煙
か
ら
登
見
せ
ら
れ
た
壇
経

に
も
、
其
文

句
は
今

傳
ふ
る
所
ざ
頗

る
相
蓮
す
・る
が
、
同
じ
く
そ
の
傳
統
を
記
し
、

六
租
言
。
初
傳
受
七
佛
。
繹
迦
牟
尼
佛
第
七
。
大
迦
葉
第
入
。
中
略

南

天
竹
〔
竺
〕
國
王
子
第
三
子
菩
提
達
磨
第
三
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十

五
。
唐
國
信
慧
可
第
三
十
六
。
信
環
第
三
十
七
。
道
信
第
三
十
入
。
弘
怨
第
三
十
九
。
恵
能
自
身
當
今
受
法
第

十
四
ρ
〔
四
十
の
誤
〕

ビ
あ

る
o

(「
鳴
沙
除
韻
」
に
擦

る
)
此
敦
煙
本
は
恐
ら
く
五
代
頃
の
罵
本
か

ご
思
は
れ

る
。
而
し
て
現
行
本
に
達
磨
を

ご
十
八
租
ビ
す

る
に
敦
煙
本
三
十
五
魍
こ
す

る
の
は
、過
去
七
佛
か
ら
通
算

し
迦
葉
を
第
入
組
ざ
す

る
の
み
な
ら
す
、

傳
統
者
中
多
少

の
鵬

入
が
あ
り
、
阿
難

の
次
に
末
田
地
を
入
れ
、
現
行
本
第
六
彌
遮
迦
、
第
七
婆
須
密
多

の
二
人
を

脱
し
、
現
行
本
師
子
奪
者

の
次
の
第
二
十
五
婆
舎
斯
多
、
第

二
十
六
不
如
密
多
、
第

二
十
七
般
若
多
羅
の
三
人

の
代

り
に
、
舎
那
婆
斯
、
憂
婆
掘
、
信
伽
羅
、
須
婆
密
多

の
四
人
を
以
て
し
、
第

三
十

一
よ
り
第
三
十
四
ビ
な
す

の
で
あ

る
。
何
れ
に
し

て
も
達
磨
よ
り
六
租
に
至
る
順
序
並
び
に
名
稽
は
同

一
で
あ

る
が
、
壇
経

に
就

い
て
は
、
假
命
ひ
敦

魑
本
が
現
存
す

る
最
古
の
も
の
で
あ
る
ビ
は
い

へ
、

そ
れ
が
果
し
て
六
租
の
説
其
儘
を
記
し
た
も
の
か
否
か
頗

る
疑

ゆ

問

ご
せ
ら

る
、
の
で
あ
る
か
ら
、
今
は
之
を
以
て
麿
人

の
記
録
の
中

か
ら
姑
ら
く
除
外
す

る
こ
ご
、
す

る
。

(
一
)
王
維
は
開
元
天
寳
頃
在
世
し
、
乾
元

二
年

に
卒
し
た
人
で
あ

る
が
、
其
「
六
祀
能
灘
師
碑
銘
」
の
中

に
は
、

渦敏
忍
臨剛
出隣
9
修
"慈
捨
一猟
Q
㌫
世
一界
洲
一
恥化
。
湘
怨
ポ
山
ハ
葉
。

の
語
が
あ

る
、
乃
ち
慧
能
を
以
て
達
磨
灘

の
六
組
こ
な
し
た
も
の
で
あ
る
、
此

に
は
其
繹
師
の
名
を
出

さ
な
い
が
、

既

に
慧
能
を
以
て
六
租
ε
な
し
た
こ
ピ
を
以
て
見
れ
ば
、其
傳
統
者

の
名

の
知
ら
れ
て
居
た
こ
と
は
言

ふ
迄
も
な

い
。

(
二
)
張
説
は
容
宗
よ
り
玄
宗
時
代
に
在
世
し
、開
元
十
入
年
に
卒
し
、
六
租
と
同
時
在
世

の
人

τ
あ

る
。
其
「
唐
玉

三
麗
輿
獺
師

に
就

い
て

(
一
一
)

H



三
組
繁
灘
師
に
就
い
て

(
一
二
)

泉
寺
大
通
藤
師
碑
銘
井
序
」
に
は
次
の
如
く

い
ふ
。

企
聞
斬
州
有
忍
輝
師
。
暉
門
之
法
允
也
。
自
菩
提
達
磨
。
天
竺
東
來
。
以
法
傳
恵
可
。
恵
可
傳
信
環
。
僧
環
傳
滋

信
。
遣
信
傳
宏
怨
。
綴
明
重
跡
。
相
承
五
光
。

此

に
は
明
ら
か
に
達
磨
よ
り
次
第
相
承
し
た
傳
統
者

の
名
を
畢
げ
、
信
環
を
以

て
第
三
租

ご
す

る
、
信
環
説

の
決
し

て
後
世
に
成

れ
る
も
の
で
な
い
こ
ご
を
知

る
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
此
碑

の
大
通
繹
師

ご
は

い
ふ
迄
も
な
く
紳
秀
の

こ
ε
で
あ
る
か
ら
、
三
檜
僧
環
説

の
恵
能
門

下
の
徒

の
唱

ふ
る
所
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
紳
秀
門
下

の
も
の
も
均
し

く
其
認
む

る
所
で
あ

つ
た
こ
ご
も
疑
な

い
事
實

で
あ

る
。

(
三
)
李
琶
も
亦
張
説

ご
前
後
在
世
し
、
天
寳

の
初
年
七
十
鯨
を
以
て
卒
し
た
人
で
あ
る
。
其
「
大
照
繹
紳
師
塔
銘
」

に
い
ふ
、

〔
和
上
〕
講
門
人
日
。
吾
受
託
先
師
。
傳
弦
密
印
。
遠
自
達
磨
菩
薩
導
於
可
。
可
進
於
環
鍾
於
信
。
信
傳
於
忍
。
忍

授
於
大
通
。
大
通
胎
於
吾
。
今
七
葉
尖
。

大
照
暉
師
ご
は
帥
ち
紳
秀
の
高
足
普
寂

の
こ
ご
で
あ

る
、
帥
ち
是
れ
亦
紳
秀
を
六
租

ピ
し
、
普
寂
を
七
租
ご
な
し
た

も
の
で
あ
り
、
六
租
以
前
の
傳
統
に
於
て
は
前

に
説
く
所
ε
全
然
同

一
で
あ

る
。
而
し
て
其
銘
の
中

に
も
、

千
佛
轄
畳
。
七
葉
相
承
Q
護
持
俗
諦
。
慮
現
眞
僧
。

の
句

が
あ

る
。
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(
四
)
同
李
醤

の
「
肯
岳
寺
碑
」
に
も
前

ご
同
模
の
こ
ε
が
記

さ
れ
て
あ

る
。

達
塵
菩
薩
傳
法
於
可
。
可
付
於
環
。
環
受
於
信
。
信
恣
於
怨
。
忍
遺
於
秀
。
秀
鍾
於
今
和
上
寂
。
皆
宴
坐
林
間
。

幅
潤
寓
内
。

(五
)
嚴
挺
之

も
同
じ
く
玄
宗
時
代
の
人
で
あ
る
が
、
其
「
大
智
繹
師
碑
銘
井
序
」
に
い
ふ
。

〔
大
智
〕
暉
師
法
輪
。
始
自
天
竺
達
摩
。
大
敢
束

流
三
百
除
年
。
濁
辮
東
山
學
門
也
。
自
可
・環
・
信
・怨
。
至
大
蓮
。

逸
相
印
属
。
大
蓮
之
傳
付
者
。
河
東
普
寂
與
繹
師
"
】人
。
帥
東
山
織
徳
七
代
於
叢
尖
。

大
智
灘
師
ε
は
帥
ち
紳
秀

の
門
下
普
寂

ご
並

び
稻

せ
ら
れ
た
義
輻
の
詮
號
で
あ
る
。
斯
く
紳
秀
よ
り
普
寂
、
義
幅

の

時
代
は
後

に
所
謂
北
宗
暉

の
最
盛
期
で
あ
り
、
彼
等
は
主

ご
し

て
京
洛
の
地

に
居
た

の
で
、
紳
秀
並
び
に
其
門
下
の

碑
が
多
く
作
ら
れ
た
の
で
あ

る
。

(六
)
最
近
敦
煙
よ
り
南
宗

の
荷
澤
紳
會

の
語
録

の
噺
片
が
搬
見

せ
ら
れ
、今
佛
國

パ
ソ
圖
書
館

に
藏

せ
ら

る
、
が
、

民
國
十
八
年
胡
適
氏
が
之
を
謄
罵
し
來

り
、
上
海
に
於
て
之
を
活
字
に
上
印
し
、
題

し
て

「
紳
會
和
爾
遺
集
」

ご
い

ふ
。
其
第
三
巻
に
次
の
語
が
あ
る
o

上
闘

在
詔
州
能
灘
師
慮
。
秀
輝
師
在
日
。
指
第
六
代
傳
法
袈
裟
在
詔
州
。

ロ
不
自
稽
爲
第
六
代
。
今
普
寂
藤
師
自

稻
第
七
代
。
妄
竪
和
爾
爲
第
六
代
。
所
以
不
許
。

荷
澤

の
紳
會
ご
は
慧
能
下

の
法
嗣
で
あ
り
、
所
謂
荷
澤
宗

の
租
で
あ
る
が
、
彼

は
當
時
神
秀
門

下
の
輝
の
猫
り
盛
な

三
帆
褒
騨
師
に
就
い
て

(
=
二
)
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三
麗
索
藤
舗
…に
就
い
て

(
一
四
U

る
に
慨
し
、
軍
身
北
上
し
京
洛
の
地
に
於
て
南
頓
北
漸

の
説
を
鼓
吹
し
、
遽
に
宋
僧
傳
の
著
者
賛
寧
を
し
て

「
會
之

敷
顯
能
租
之
宗
風
。
使
秀
之
門
寂
莫
尖
。」
こ
も

い
は
し
む
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
。
で
此
文

に
於
て
も
紳
秀
門
下

の
普
寂

が
自

か
ら
七
租

と
稽
し
、
從

つ
て
其
師
神
秀
を
以

て
第
六
租
ε
な
す
を
排
斥
し
た

の
で
あ
る
。
叉
繍
秀
は
膚

か
ら
六
頑
ご
い
は
な
か

つ
た
ビ
い
ふ
が
、

こ
れ
は
果

し
て
事
實

で
あ
る
か
否
か
明
ら
か
で
な

い
が
、
衣
鉢
傳
統

の
講

は
慧
能
紳
秀

の
門
下
に
至
つ
て
甚

だ
し
く
な

つ
た

こ
ご
は
疑

な
い
事
實

で
あ

る
。

が
何
れ
に
し
て
も
達
磨
よ
り
弘
忍

に
至
る
傳
統

に
就

い
て
は
何
等
異
議
を
有
せ
な

い
の
で
あ
る
。
随

つ
て
僑
環
を
以

て
第
三
租
こ
す

る
の
は
此
等
爾
派

の
間

に
於

て
も
共
癒

の
説
で
あ
っ
た
。

(七
)
圭
峯
宗
密
は
本
ご
華
嚴

の
學
者
で
あ
る
が
、

兼
ね
て
暉
を
荷
澤
下
の
四
世
道
圓

に
受
け
、
會

昌
元
年
歳

六
十

二
を
以

て
入
寂

し
た
の
で
あ
る
。
其
著

は
す
所

の
「
暉
源
諸
詮
集
都
序
」
(巻
上
の
二
)
に
は

い
ふ
。

黙
傳

35
印
。
所
言
獣
者

。
唯
黙
知
字
。
非
総

不
言
。
六
代
相
傳
皆
如
此
也
。

此

に
六
代
ビ
あ
る
の
は
郎
ち
達
磨
よ
り
慧
能

に
至
る
を

い
ふ
の
で
あ
る
。
又
其
「
圓
畳
経
大
疏
」
(砂
三
之
下
)
に
も
藤

の
傳
統
を
畢
げ
、
印
度
に
於

て
は
二
十
八
租
を
歎

へ
而
る
後
、

達
磨

至
癒
(此
か
)
方
。
當
其
第

一
。
慧
可
第

二
。
僧
環
第
三
。
遣
信
第
四
。
弘
怨
第
五
。
慧
能
第
六
。
神
會
第
七
。

ご
な
す
。
彼

は
荷
澤
側
の
説
を
相
承
し
π
も
の
で
あ
る
。

画
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上
節
余
輩

は
李
唐

の
學
者
が
、
其
宗

の
南
北
を
問
は
す
、
何

れ
も
達
磨
以
後
繹
の
系
統
を
説
く

に
當

つ
て
は
、
慧

能
又
ば
沸
秀
に
至
る
ま
で
を
六
代

ご
な
し
、
叉
僧
環
を
て
其
第
三
租
ビ
な
す

に
於
て
全
然

一
敦
し
、
何
等
異
説

の
存

せ
ざ

る
こ
ビ
を
述

べ
、
第

三
瓶
僧
環
説

の
決
し
て
後
人

の
附
會
す
る
所
に
あ
ら
ざ
る
を
明
ら
か
に
し
た

の
で
あ
る
、

達
磨
よ
り
此
に
至
る
紛

一
百
三
十
年
に
過
ぎ
な

い
か
ら
、
恐
ら
く
當
時
の
諸
師
は
次
第

に
此
論
を
相
承
し
寒

つ
た
も

の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
前
節
述

ぶ
る
所
に
よ

つ
て
は
、
尚
ほ
縫
高
借
傳
に
説
く
四
租
造
信
の
師
た

る
囎
公
山
の
信
ご

環
灘
師
蜜
の
闘
係
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
足
ら
ぬ
。
環
繹
師
な
る
も
の
が
院
公
山
に
居
た

こ
ビ
を
謹

明
す

る
に
は
、

筒
ほ
他

の
有
力
な
る
資
料
を
要
す

る
の
で
あ

る
。
で
以
下
少
し
く
之

に
就

い
て
説

い
て
置

か
う
ご
思
ふ
。

三
愈

に
關
し
て
唐
時
代

の
碑
交
の
現
存
す

る
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

(
一
)
欝
孤
及

静
州
山
谷
寺
畳
寂
塔
階
故
鏡
智
藤
師
碑
銘
丼
序

(大
歴
七
年
V

(
ご
)
厨

侍
州
山
谷
寺
北
方
藤
門
第
三
禮
環
大
師
塔
銘

(大
歴
七
年
)

(三
)
郭
少
掌

黄
山
三
租
塔
銘
井
窟

(大
歴

二
年
)

(
四
)
張
彦
選

三
租
大
師
碑
陰
記

(成
通

二
年
)

(前
記
の
碑
交
は
何
れ
も
「
殺
繹
毅
文
」
に
慷

る
)

荷
ほ
此
外
に
も
多
少
存
し
た
や
う
で
あ
る
。
前
記
濁
孤
及
の
鏡
智

繹
師
碑
銘
に
は
、

皇
帝
帥
位
後
五
年
。
歳

次
庚
戌
。
及
離
符
是
州
。
登
藤
師
遺
居
。
周
覧
陳
遊
。
明
徴
故
事
。
其
茶
砒
詑
塔
之
制
9

三
麗
褒
羅
師
に
就
い
て

(
孟

)

巧 、



三
謝帆
褒

潤
州師

に
[就

い
で
、

(
吋
山ハ
)

實
天
寳
景
戌
中
別
駕
前
河
南
少
タ
趙
郡
李
公
。
嘗
経
始
之
。
碑
版
之
文
。
晴
内
史
侍
郎
河
南
酵
公
蓮
衡
。
唐
相
國

刑
部
爾
書
贈
太
尉
河
南
房
公
溶
綴
論
談
之
。

ご
あ
る
か
ら
.
酵
道
衡

や
房
珀
が
墓
誌
か
碑
文

を
作

つ
た
も
の
ご
思
は
れ
る
が
、
今
傳
は
ら
ぬ
の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ

る
。
房

珀
の
碑
文
は
宋
代
術
ほ
存

し
た
も
の
こ
見

へ
、
正
宗
記
信
環
傳

に
も
7
其
後
宰
相
房

珀
爲
其
碑
。
序
之
甚
詳
。
」

ご
い
ひ
、
又

「
余
視
房
碑
日
。
大
師
嘗
謂
道
信
云
。
有
人
借
問
.
勿
道
於
我
塵
得
法
。
此
明
尊
者
自
絶
之
甚
也
。
」
ご

も
い
つ
て
、
其
碑
文
中

の
句
を
引
用
し
て
居

る
の
で
あ

る
。
又
我
邦
の
・智
謹
大
師
は
支
那
繹
宗
租
師
の
著
述
を
多
く

將
來
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
「
智
謹
大
師
請
來
目
録
」
に
は
、
達
摩
大
師
を
始

め
ご
し

二
禰
慧
可
よ
り
六
組

に
至
る

迄
、
何
れ
も
或

は
行
状
或
は
碑
文
を
列
塞
し
て
あ
る
、
其
中
三
租

に
關
す

る
も
の
こ
し
て
は
、

寄
州
蜆
〔
院
〕
公
山
鐸
智
環
事
　

一
本

療
暉
師
碑
文

一
本

ピ
題
す

る
も
の
が
あ
る
。
此
碑
文
ご
幕
す

る
も
の
は
何
人
の
作

で
あ
つ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
智
謹
大
師
の
入
唐
は

大
中
の
末
年
で
あ
つ
た
か
ら
、
或

は
こ
れ
も
房
珀
の
作
に
係
る
も
の
か
も
知

れ
ぬ
、
前

に
畢
げ
た
濁
孤
及
の
碑

で
な

い
こ
ご
は
、
此
に
は
故
鏡
智
暉
師
碑
銘

ご
題
す

る
に
、
彼

に
は
瞭
輝
師
碑
文

ご
あ

る
に
よ
つ
て
推
察
せ
ら

る
、
。
此

に
藤

ご
あ
る
の
は
環
は
古
代

の
褒
の
俗
字

で
、
前

に
述

べ
た
敦
煙
寓
本
に
も
此
字
を
用
ゐ
て
あ
る
。
龍
盒
膿手
鑑
、
玉

部
に
、
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疎

瞭
二
俗

礫
正

潔
痴
ゐ
ゆ
共
事
適
惹
痴
る
の
も
何
人
の
作
か
劃
ら
諏
が
海載
は
こ
れ
が
群
道
衡
奉

%
も
の
、
作
つ
た
の
か
も
郵
れ
組
。

何
幽
鵡
↓
て
も
此
等
は
皆
庸
の
坤
葉
製
前
の
も
の
で
あ
聯
か
ら
、
智
謹
汰
師
の
將
來
容
が
今
に
存
し
湘
な
る
ば
廉
那

羅
宗
初
期
に
於
け
る
歴
輿
ゐ
非
常
に
朋
『
ご
な
つ
き

を

で
あ
堕
畢

思
ふ
が
冷
悉
く
象
砿
⑳
て
居
る
の
は
賀
起
學

界
の
恨
事
せ
細
姑
な
認
れ
嫁
窓
ら
祖
が
勉
碑
の
題
痛
だ
か
で
も
"
吾
人
駕
恩
葺
屈
燦
灘
師
の
薪
州
侃
公
演

郊
居
表

ニ

ピ
が
朋
ち
か
疋
な
う
、
績
高
繕
…'傳
の
四
癒
.に
法
を
縛
へ
旋
続
訟
仙
の
僧
の
鱈
燦
で
あ
つ
た
こ
ご
が
推
測
せ
ら
れ
、
疑

問
の
解
決
は
噸
る
溶
易
ぞ
な
る
讐
で
あ
る
、.
絢
臓
此
北
は
群
智
蝶
犀
あ
ゐ
斬
を
鋤
て
児
…る
に
普
麺

一
澱
鵡
僧
燦
ゼ
硲

す

る
が
、
賓
憾
瘤
燦
が
本
名
で
あ
づ
π
あ
し
い
。
鷲
持
臓
娼
の
守
を
痛
の
止
に
鮒
す

ち
こ
ぜ
ガ
多
く
行
揖
れ
だ
も
の

、
や
う
で
、
慧
可
を
糟
W可
ビ
稽
し
、
遣
副
を
僧
副
ご
い
つ
た
如
く
で
あ
る
。
信
環
も
亦
恐
ら
く
此
類
で
あ
ら
う
。

覗
存
喧
ち
碑
丈
、の
中
・で
鳳
燭
孤
及
め
鏡
智
騨
師
碑
銘
が
最
も
・糞
要
な
る
も
の
で
あ
る
o
炸
渚
燭
孤
及
憾
層
て
督
洲̀

の
剥
史
と
な
つ
て
居
π
こ
ご
が
あ
る
の
で
、
自
か
ら
親
し
く
其
事
蹟
を
調
査
し
元
も
の
で
あ
る
。
此
中
暉
の
傳
統
に

關
七
て
臓
先

づ
"

鞍
葡
志
。
輝
師
翻
糟
燦
。
不
知
何
許
人
。
出
見
於
澗
鯖
問
。
傳
激
於
恵
可
大
価
。櫃
衣
於
郷
中
。
得
道
於
司
察
却
ゆ

ビ
か
蛮

潭
ち
航
、

初
中
翻
之
有
佛
敏
緬
泊
模
孝
朋
蛤
也
ゆ
歴
魏
晋
宗
齊
。
遊
.及
梁
武
。
言
第

一饒
締
渚
b
不
遇
布
施
赫
誠
。
天
下
悪

三
組
藻
薄
師
に
嶺
炉
て

(
一
七
)

,}7



三
組
藥
弾
師
に
麓
い
て

(
一
八
)

於
癒
報
。
而
人
未
知
繹
。
世
輿
滋
交
相
喪
。
至
菩
提
達
摩
大
師
。
始

示
人
以
諸
佛
心
要
。
人
疑
而
未
思
。
恵
可
大

師
傳
而
持
之
。
人
思
而
未
修
。
追
灘
師
三
葉
。
其
風
浸
廣
。
眞
如
法
味
。
日
漸
月
漬
。
萬
木
之
根
基
枝
葉
。
悉

沐

化
雨
。

然
後
室
王
之
密
藏
。

二
租
之
微
言
。

始
理
然
行
於
世
間
。

挾
於
人
心
。
當
時
問
滋
於
繹
師
者
。
其
淺
者

知
有
爲
法
。
無
非
妄
想
。
深
者
見
佛
性
於
言
下
。
如
燈
之
照
物
。
朝
爲
凡
夫
。
夕
爲
聖
賢
。
双
峯
大
師
道
信
其
人

也
。

三
阻
の
暉
門
に
於
け

る
功
果

の
大
に
し
て
、
彼

は
其
法
を
遣
信
に
傳

へ
た
り
し
こ
ご
を
述

べ
、
又
之

に
次
ぎ
四
祓
以

後

の
暉
敷

の
状
態
を
説

き
、

其
後
信
公
。
以
数
傳
宏
忍
。
忍
公
傳
恵
能

・
紳
秀
。
能
公
退
而
老
曹
漢
。
其
嗣
無
聞
焉
。
秀
公
傳
普
寂
。
寂
公
之

門
徒
萬
人
。
升
堂
者
六
十
有
三
Q
得
自
在
恵
者
。

一
日
宏
正
。

正
公
之
廊
庶
龍
象
又
倍
焉

、
或
化
嵩
洛
。
或
之
荊

呉
。
自
是
心
敢
之
被
於
世
也
。
與
六
籍
鉾
盛
。
鳴
呼
微
暉
師
。
吾
其

二
乗
夷
。

ご
も
い
ふ
。
碑
文
で
あ

る
か
ら
幾
分
事
績
が
誇
大
視
せ
ら
れ
て
居
な
い
こ
も
限
ら
ぬ
、
又
作
者
は
北
暉
棘
秀
系

の
宏

正
な
る
も
の
ご
多
少

の
關
係

の
あ

つ
た
も
の
か
ご
思
は
れ
る
。

が
兎

に
角
三
租
環
灘
師
の
法
を
恵
可

に
傳

へ
、
又
之

を
道
信

に
授
け
た
こ
ご
は
秋
毫
疑
を
容

れ
な

い
の
で
あ
る
。
而
し
て
傳
統
録

に
も
述
ぶ
る
如
く
彼
は
晩
年
暫
く
羅
俘

山

に
至

つ
た
も
の
、
如
く
、
而
し
て
こ
れ
亦
傳
法

の
爲
め
で
あ

つ
た
ら
し
い
。
で
碑
文
に
は
之

に
就
ぎ

い
ふ
。

謂
南
方
厳
所
未

至
。
我
是
以
有
羅
浄
之
行
。
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又
三
租
が
準
常
人
に
激

へ
た
所
を
説
き
て
は
、
碑
文
に
は
、

其
敷
大
略
。
以
寂
照
妙
用
撮
群
品
。
洗
注
生
滅
。
観
四
維
上
下
。
不
見
法
Q
不
見
身
。
不
見
心
。
乃
至
心
離
名
字
。

身
等
塞
界
。
法
同
夢
幻
。
亦
無
得
無
讃
。
然
後
謂
之
解
脱
門
。

ご
あ
る
、
此
等

も
後
世
傳
記

に
は
少
し
も
説
及
ぱ
漁
所

で
あ
る
。

傳
法
正
宋
記

(憲
六
)
に
は
階

の
大
業
丙
寅

二
年
僧
環
の
入
寂
す
る
や
、

・

唱

是
時
階
室
方
鼠
。
未
逞
塔
之
。
至
唐
天
寳
五
載
。
會
遽
郡
李
常
移
官
於
野
。
乃
登
接
焚
之
。
得
舎
利
。
立
窒
堵
波

於
其
化
所
。
…
…
唐
明
皇
詮
日
堕
智

暉
師
。
塔
日
畳
寂
。

と
あ
る
の
は
孚
ば
事
實
で
あ
り
、
孚
ば
事
實
で
は
な
い
o
信
環

の
寂
す

る
や
其
遺
弟
は
直
ち

に
彼
が
爲
め
に
塔
を
立

て
ん
ご
し
た
の
で
あ
ら
う
、
恐
ら
く
そ
れ
が
爲

め
濁
孤
及
の
碑
文

に
あ

る
如
く
階
の
内
史
侍
郎
河
東
膵
公
蓮
衡
に
其

文
を
囑
し
行
蹟
を
記
さ
し
め
た
の
で
あ

る
ら
し

い
。
し
か
し
其
時
は
階
末
騒
飢
た
際
し
、
其
目
的
を
果
た
し
得
な
か

つ
た

こ
ε
は
事
實
で
あ
る
。
唐

が
天
下
を

一
統

し
海
内
欝
譲

に
蹄
し
て
か
ら
、
天
寳
五
年
に
は
別
駕
前
河
南
少
タ
趙

郡
李
公

(
正
宗
記

の
李
常
)
が
其
塔
を
建

て
ん
ご
し
た
、
此
時

に
は
宰
相
房

珀
に
碑
文
を
囑
し
兼
ね
て
暉
師
號

の
下
賜

を
朝
廷
に
請

ふ
た
の
で
あ

る
が
、
此
時

も
碑

も
塔
も
出
來
な
か

つ
た
。
で
濁
孤

及
の
碑
文
に
は
、

而
尊
道
之
典
。
易
名
之
禮
。
則
朝
廷
方
以
多
故
。
而
未
逗
也
。

ピ

い
ふ
。
更
ら
に
其
後
の
事
情

に
就

い
て
は
前
記
碑
交

に
は
叉

い
ふ
、

三
組
黎
輝
師
に
就
い
て

(
一
九
)

Ig
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三
粗
藻
輝
師
に
就
い
て

(
二
〇
)

長
老
比
郵
騨
湛
然
。
諦
経
婁
塔
之
下
℃
與
欄
舩
倶
老
。
痛
先
獅
名
氏
未
経
邦
國
焉
。
與
繹
衆
寺
大
律
師
鐸
護
俊
。

伺
寅
叶
恭
。
亟
似
爲
請
り
會
是
戯
嵩
岳
大
艶
邸
騨
憲
融
。
藻
自
廣
陵
勝
業
寺
。
大
比
郵
繹
開
悟
。
至
自
盧
江
。
倶

纂
我
灘
師
後
。
七
葉
之
薄
訓
。
日
湘
輿
歎
搭
之
不
命
。
號
之
不
崇
。
催
像
法
之
本
眼
墜
於
地
也
。
願
申
無
邊
衆
生

之
b宏
誓
。
以
瀞
凋
極
ゆ
揚
州
数
御
兜
大
失
張
公
麺
賞
以
。
歌
聞
o
於
是
七
年
夏
四
男
。
止
柿
然
降
興
療
糧
絶
之
唱
。

冊
艦
紳
師
日
。
競
智
。
塔
掴
蜷
寂
。
以
大
穗
信
七
人
。
涯
掃
供
養
。
天
書
錫
命
。
輝
換
僅
谷
。
衆
鷹
輔
耀
。
謂
大

藻
牛
興
。
是
日
大
比
邸
衆
犠
立
石
魏
錯
乗
南
隅
。
紀
心
法
興
霰
之
新
似
然
。

此
文
七
於
て
吾
人
の
牲
意
す

べ
き
は
、

(
一
)檜
燦
を
襟
し
て
鏡
(鑑
ビ
伺
b
)智
芒
號
し
、
塔
を
蝿
寂
ご
囎
せ
ち
る
も
如
翌

つ
旋
の
鳳
馬
七
年
四
凋
ご
あ
る

が
、
是
れ
は
大
歴
の
七
年
の
こ
ε
で
あ
治
ゆ
是
故

に
燦
大
師
塔
銘
に
は
明
ら
か
に
、

中
書
門
下
牒
。
潅
南
親
察
穫
牒
り
奉
鋤
営
蜴
櫨
號
鏡
智
緯
師
。
眞
踏
絵
依
牒
翌
唯
渤
。
段
牒
。
大
歴
七
年
四
月
二

十
二
日
牒
。
中
書
侍
郎
李
章
事
元
載
o
椚
下
侍
郡
昂
章
事
紐
繕
。
兵
部
爾
書
李
書
事
事
使
。
司
徒
兼
中
書
令
使
。

ビ
あ
る
。
是
れ
℃
柏
つ
て
児
れ
ば
朔
皇
獅
ち
望
宗
皇
帝
蒔
㈹
震
詮
號
を
下
さ
ん
ご
し
π
の
で
あ
つ
た
が
、
其
事
は
果

さ
轟
す
、
代
宗
の
大
歴
叱
年
始
め
て
其
縄
が
賓
現
さ
轟
旋
⑳
で
あ
る
。

(二
)濁
孤
及
の
碑
文
並
び
窯
其
錯
銘
は
鋤
鑑
號
の
下
囎
せ
ち
れ
え
傭
起
作
ら
れ
弛
の
で
あ
り
、
作
者
濁
孤
及
も
當

持
督
洲
の
劇
史
ε
し
て
慨
鑑
號
下
錫
瀧
儘
力
し
旋
毛
の
で
あ
る
こ
ご
は
、
同
塔
銘
の
中
に
、
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右
潅
南
節
度
観
察
使
。
揚
州
大
都
督
府
長
史
。
兼
御
史
大
夫
張
延
賞
歌
。
得
野
州
刺
史
濁
孤
及
歌
。
得
信
湛
然
等

状
。

特
に
詮
號
を
加

へ
兼
ね
て
塔
額
を
賜
は
ら
ん
こ
ご
を
請

ふ
た
ビ
あ
る
に
よ

つ
て
知
る

べ
き
で
あ
る
。

(三
)
街
ほ
此
時

に
は
塔

だ
け
は
あ

つ
た
の
で
、
前
引
用
文
中
に
も
湛
然
が
経
を
璽
塔

の
下
に
諦

し
た

ご
あ
る
o
此

霧
塔
は
何
時
出
來
た
か
ε
い
ふ
に
、
前

に
掲
げ
た
郭
少
掌

の
黄
山
三
泄
塔
銘

に
其
因
縁
を
述

べ
て
あ

る
σ
今
其
文

に

よ
れ
ば
、
古
老
傳

へ
い
ふ
、
黄
曲

の
東

に
三
租
の
篭
多
元
宮
が
あ

る
ご
o
で
僑
智
藏
な
る
も
の
此
勝
を
尋
ね
た
所
が
、

曲
経
に
於

て
銘
記

に
遭

つ
た
、
墓
石
苔
蒸
し
て
微
か
に
「
和
樹
誰
捺
奏
に
の
文
字
を
認
む
る
を
得

た
。
そ
こ
で
廣
徳

二

年
獲
心
し
て
難
塔
を
元
宮

の
上
に
建

て
ん
こ
し
た
が
、
未
だ
成
就
せ
な
か

つ
た
。
之
よ
り
後
、

僧
知
察
観
此
螢
修
果
未
圓
満
。
鰍
資
相
傳
。
願
緒
構
興
。
功
徳
圭
霊
待
壁

・
孫
待
敬
等
。
各
施
浄
財
成
姦
勝
裳
り

こ
れ
が
唐

の
大
歴
二
年
の
こ
蓬
で
あ
る
。
郭

少
掌

の
黄
山
三
蔽
塔
銘
は
實
に
此
時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
が
當

時
は
筒
ほ
塔
號

の
下
賜
は
な
か

つ
た
の
で
、
同
七
年
に
之
を
講
求

め
た
の
で
あ

る
。

斯
く
三
頑
の
没
後
約

一
百
六
十
年
に
し
て
漸
く
竣
工
し
た
碑
も
塔
も
、
更
ら
に
其
後

一
百
年
な
ら
す
し

て
會
昌

の

難
に
逢
ひ
、
悉
く
破
壊

し
了
ら
れ
た
の
で
あ

る
Q
此
事
は
張
彦
遽
の
三
魍
大
師
藤
陰
記

に
依

っ
て
知

る
こ
ビ
が
出
來

る
o
其
∵文
に
は

い
ふ
、

奏
三
粗
大
師
識
號
與
塔
額
。
刺
愛
濁
孤
潜
欝
之
碑
。
張
從
巾
書
字
。
…
…
會
昌
天
子
滅
佛

湛
α
塔
與
碑
馨
嚢
。
…
三

三
鵬
環
灘
師
に
就
い
て

《
三

)
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三
祀
褒
輝
師
に
就

い
て

(
二
二
)

の

大
中
初
。
塔
復
置
而
碑
未

立
。
威
通
二
年
入
月
。
途
與
渉
門
重
議
刊
建
。
寄
州
刺
史
河
東
張
彦
遠
。
途
書
於
碑
之

陰
。

即
ち
會
昌

の
法
難
に
よ

つ
て
破
殿
せ
ら
れ
、
塔

は
そ
れ
よ
り
間
も
な
く
大
中
の
初

め
に
復
興
せ
ら
れ
た
が
、
碑
は
更

ら

に
十
徐
年
の
後
威
通

二
年

に
至

つ
て
漸
く
建
て
ら
れ
だ

こ
ビ
が
制
る
。

◇

◇

◇

◇

◇

以
上
略
叙
す
る
所
に
よ
つ
て
之
を
見
れ
ば
、
三
組
の
碑
も
塔
も
比
較
的
後
世
に
成

れ
り
ご
は
い
ふ
も
の

、
、
其
建

立
の
意
志
は
三
組
入
寂
當
時
よ
り
既

に
あ
つ
π
の
で
あ
る
が
、
政
治
的
の
諸
種
の
事
情

に
よ

つ
て
妨
げ
ら
れ
、
久
し

く
其
志
願
を
途
げ
得
な
か
つ
た
の
で
あ

る
。
斯
か

る
事
情

の
判
然
し
來

つ
た
以
上
、
最
早
や
三
組
を
以
て
歴
史
的
人

物

に
あ
ら
す
等

ε
い
ふ
論
の
秋
毫
採

る
に
足
ら
ざ

る
こ
ご
は
明
ら
か
で
あ
る
。
溢
宣

の
博
聞
を
以
て
し
て
爾
ほ
且
つ

之
を
知

る
を
得

な
か

つ
た
の
も
、
當
時
其
碑
文
や
塔
銘

の
之
を
刻
し
た
も
の
が
な
か
つ
だ
か
ら
で
あ
ら
う
Q
斯
く
考

へ
來
れ
ば
、
今

や
三
租
に
陶
す

る
從
來
學
者
の
抱
懐
し
た
疑
問
は

一
切
氷
繹

せ
ら
れ
、
三
組

の
蓬
磨
輝
傳
統

に
於
け

る
地
位
は
牢
こ
し
て
動

か
す

べ
か
ら
ざ

る
こ
ご

、
な
つ
た

の
で
あ
る
。
へ
昭
和
五
年
+
一
月
稿
了
)
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